
 

   株式会社 エークラス      行動計画 

 

 社員の働き方を見直し、特に女性社員の継続就業者が増えるよう、妊娠･出産･復職時にお

ける支援に取り組むため、次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間 令和 ８年 ６月 １日～ 令和 １３年 ５月 ３１日までの ５年間 

 

２．内容 

 

 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和８年 ６月～ 各職場における休業者の業務カバー体制の検討（代替要員の確

保、業務体制の見直し、複数担当者制、多能工化など）・実施 

 ● 令和８年 １０月～ 全社員に対し、「育児休業復帰支援プラン」や育児休業給付、

休業中の社会保険料免除などについて周知する。 

 ● 令和９年 １月～ 「育休復帰支援プラン」策定に向けて、出産予定者に対する面談

を実施 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和８年 ６月～ 各職場における休業者の業務カバー体制の検討（代替要員の確

保、業務体制の見直し、複数担当者制、多能工化など）・実施 

 

 

 

＜対策＞ 

 ● 令和８年 ６月～ 管理職を対象とした意識改革のための研修を２回実施 

 ● 令和８年 １０月～ 業務量の見直し、ＤＸ化による事務の効率化などの取組実施 

● 令和８年 １０月～ 各部署における問題点の検討及び研修の実施 

 

 

 

 

＜対策＞  

●  令和９年 １月～ 制度の内容に係る社員への意見聴取、検討開始 

 ●  令和９年 ２月～ 運用ルールの検討、メンター選定 

●  令和９年 ３月～ 運用ルールの決定、メンター研修の実施 

●  令和９年 ４月～ 制度導入、社内報などによる社員への周知 

 

目標２：男性の育児休業取得期間２週間以上の割合を４割以上とする  

目標３：従業員のうち、25 歳～39 歳の社員の計画期間内における平均時間外・休

日労働時間を計画期間前より 30％削減する。 

目標４：育児休業を取得予定の社員及び育児休業から復職した社員に対するメンタ

ー制度を導入する。 

目標１：計画期間内に、育児休業の取得率を次の水準以上とする。 

男性社員・・・取得率１５％以上 

女性社員・・・女性社員全体で７５％以上 


